
『
町
民
憲
章
』

一
、
私
た
ち
は
、
教
育
を
大
事
に
し
、

　
　文
化
の
か
お
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
自
然
を
愛
し
、
み
ど
り
豊
か
な

　
　美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を

　
　つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
き
ま
り
と
時
間
を
守
り
、

　
　住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
よ
く
働
き
、
よ
く
学
び
、

　
　豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
南
風
原
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
、
明
る
く
、
豊
か
で
、
住
み
よ
い
町
を

つ
く
る
た
め
、
す
す
ん
で
次
の
こ
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
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◎ 町の位置及び面積
◎ 主な丘陵
◎ 町内の河川
◎ 平成30年月別気温と湿度及び降水量

◎ 住民基本台帳人口及び世帯数の推移
◎ 年齢3区分別人口の推移
◎ 年齢5歳階級別人口

◎ 一般会計歳入決算状況
◎ 一般会計歳入決算状況
◎ 令和元年度町税決算状況

◎ 歴代町長就任
◎ 歴代（副町長）助役就任

◎ 歴代議長・副議長
◎ 歴代教育長就任

◎ 町の公共施設
◎ 町内の郵便局
◎ その他の施設

◎ 県の公共施設
◎ 各字自治会事務所

HAEBARU CITY DATA
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土地・気候

……55p歴代（町長・副町長・教育長・議長・副議長）

資料編

財　政

はえばるのあゆみ

……60p～61p南風原町の自治会

南風原町行政機構図

テレホンガイド

目で見る南風原

南風原の海外移民の歴史
　沖縄は、昔から土地や資源に乏しく貧しい生活を強いら
れていたので、多くの人々が海を越えて行きました。
南風原の人々も、1899（明治32）年のハワイ移民を皮切り
に、南洋群島や南米等に移民しました。
　移民地では、名を成し財を蓄えた人もいましたが、志半
ばにして名もなく貧しく倒れた人もいました。そのような中
でも彼らは故郷を思いながら異国の地で踏ん張り、今では
子や孫の二世・三世・四世がその国でしっかりと根付いて
います。
　私達は、忘れてはならない時代の、忘れてはならない
人々がいたことを、そして今、南風原のその子孫達がいるこ
とを忘れてはなりません。

海外移住者子弟研修生受入事業

戦争で獅子が消失した事を知った宮平出身のハワイ移民者が新しい獅子を寄贈した1950年（昭和25年）

海外から故郷の復興を願った「沖縄救援運動」
　戦争で多くの人や物を失った沖縄に対して、ハワイや南米・北
米の沖縄県人会が沖縄の復興支援のために数多くの救援団体
を組織し、衣類や食糧、医療品、日曜雑貨などを米海軍の協力の
もと輸送しました。また、学校や図書館などの建設資金や文化事
業の援助も行い、戦後の沖縄の復興に対する海外移民の果たし
た役割は非常に大きなものがありました。

世界とつながる
南風原の心

沖縄の伝統文化を学び披露する海外移住者子弟研修生

Spirit of Haebaru Connects the World

   Since long ago, Okinawa has had little land and resources, 
which has forced people to live in poverty. So, many people 
crossed the seas to go to other countries.
   People from Haebaru also began to immigrate to Hawaii in 
1899 as well as to the South Sea Islands, South America and 
other places.
   In these lands where people immigrated, some made a name 
for themselves and amassed fortunes, while others lost their lives 
without much recognition before fulfilling their goals. These 
people persevered in a foreign land while their homeland was 
always in their heart. Today, their children and grandchildren of 
the second, third and even fourth generations are firmly rooted in 
these countries.
   We must never forget that there are people who must not be 
forgotten from a time that must not be forgotten, and we must 
always remember the descendants of Haebaru.

History of Haebaru Immigrants

　平成元年より、南風原町に「海外移住者子弟研修生
受入事業」で、移民先の子弟が毎年訪れています。南米

（ブラジル、ペルー、アルゼンチン）やハワイから若者た
ちが親戚を訪ね、沖縄や南風原のルーツをたどり、歴史
や文化を学んでいます。帰国後は、その事業のOBたち
と連携し、南風原から訪れる人たちを受け入れるなど
交流が続いています。移民した人たちは、故郷を忘れる
ことはありません。そしてそれは子や孫の時代になって
も引き継がれていきます。

南風原移民の碑（南風原文化センター敷地内）

｢一世がまいた種が二世、三世の時代に芽を出し、子孫が繁栄
してほしい｣という願いが込められた琉歌が刻みこまれています。

南
風
原
町


